
様式第二号の八 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和 5年 5月  31日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

者

住

氏

出提

所 長崎県諌早市船越町 700
名 日本ハム株式会社 諫早プラン ト

エ場長 田中 久之

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電言舌番号  0957-22-1346

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関す る計画を作成 したので、提出 します。

事 業 場 の 名 称 日本ハム株式会社 諫早プラン ト

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諌早市船越町 700

計 画 期 間 令 和 5年 4月 1日 ～令 和 6年 3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 食料品製造業

② 事 業 の 規 模 糸旬2 9, 153t(令 和 4年度製造数量 )

③ 従 業 員 数 1,037名 (令和 5年 3月 31日 現在、協力会社従業員含む )

④産業廃棄物の一連
当工場の各製造工程より、動植物性残澄・廃プラスチック・金属くず、

排水処理より汚泥が発生する。これらは産業廃棄物収集運搬業及び処分

業の許可を持つ専門業者と廃棄物委託処理契約を締結し、適切に処理し

ている。

の処理の工程

―
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f住

(日 本工業規格 A



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係 る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排 出の抑制に関す る事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙 の とお り 別紙の とお り

排  出  量 別紙の とお り 別紙の とお り

① 現状

(こ れまでに実施 した取組 )

製造ラインでの落下物・不良の発生抑制。

廃棄物か ら有価物への分別強化。

〕,水処理施設での水質安定化及び加圧浮上槽での運転改善による余

剰汚泥発生量の抑制。含水率の低減。

有価物への分別強化による不燃廃棄物の削減。

製造工程見直 しによる廃棄物の削減。

商品設計見直 しによる廃棄物の削減。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り 別紙の とお り

排  出  量 男町甘眠の とお り 別紙の とお り

②計画

(今後実施す る予定の取組 )

引き続き上記取組 を継続す る。

産業廃棄物の分別に関す る事項

①現状

(分別 している産業廃棄物の種類及び分別に関す る取組 )

動植物性残澄、廃プラスチック、廃油、金属くず、不燃廃棄物、汚泥、

専用容器 を設置 し分別保管 しているc

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する政組 )

不燃廃棄物をさらに分別 し、有価物化 していく。
②計画



(第 3面 )

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関す る事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙の とお り 別紙の とお り

自ら再生不1用 を行った
別紙 の とお り 別紙 の とお り

① 現状
産 物 の量

(こ れまでに実施 した取組 )

製造工程見直 しによる廃棄物削減。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙 の とお り 別紙 の とお り

自ら再生利用を行う
別紙 の とお り 別紙 の とお り

②計画
の 量

(今後実施す る予定の取組 )

引き続き上記取組 を継続す る。

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙 の とお り 別紙の とお り

自ら熱回収を行つた
別紙 の とお り 別紙の とお り

産 業 の 量

① 現状
自ら中岡処理により減量した

別紙 の とお り 別紙 の とお り
産業廃棄 の

(こ れまでに実施 した取組 )

排水処理施設での前処理工程油分回収率向上や水質安定化及び加圧

浮上槽での運転管理強化による余剰汚泥発生の削減と共に、脱水汚泥

の含水率管理を継続 してい く。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り 別紙の とお り

自ら熱回収を行う
別紙 の とお り 別紙 の とお り

産業廃 の 量

自ら中間処理により減量する
別紙 の とお り 別紙の とお り

②計画 物 の量

(今後実施す る予定の取組 )

引き続き上記取組 を継続す る。



(第 4面 )

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関す る事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

①現状

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた t t

物の量

(こ れまでに実施 した取

【目標】

産 の種類

埋立処分又は

②計画 海洋投入処分を行う t t

物 の量

(今後実施す る予定の取組 )

産業廃棄物の処理の委託 に関す る事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙 の とお り 別紙 の とお り

全 理 里 別紙の とお り 可 の とお り

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
別紙 の とお り 別紙の とお り

再生利用業者への

処 理 委 託 量
別紙 の とお り 別紙の とお り

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
別紙 の とお り 別紙の とお り

① 現状
認定熟回収業者以外の

熱回収を行う業者への 別紙の とお り 別紙 の とお り

処 理 里

(こ れまでに実施 した取組 )

分別管理強化し有価物へ変更することにより、廃棄物処理委託量の削

減。



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙 の とお り 別紙の とお り

全 処 理 委 託 量 別紙のとお り 別紙の とお り

丹U紙のとお り 別紙のとお り

別紙のとお り 別紙の とお り

別紙の とお り 別紙の とお り

別紙 の とお り 別紙の とお り

(今後実施する予定の取組 )

廃棄物の有価化推進。

引き続き優良認定処理業者への業者変更も進めていく。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場 ごとに 1枚作成す ること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出す ること。

8 「当該事業場において現に行つている事業に関する事項Jの欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄 には、 日本標準産業分類の区分を記入す ること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績 )、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時′点)等の業種に応 じ事業規

模が分かるよ うな前年度の実績 を記入す ること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入す ること。

4 「自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行 うことによつて減量 した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入す ること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼去,処理委託量について、前年度実績、 目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の企てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入 し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に言ジく

すべき内容を記入 した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入す ること。

7 ※欄は記入 しないこと。



諫早プラント組織図

諫早プラント

管理体制 (組織 )

工場責任者 : 日本ハム爛諫早プラント エ場長 田中 久之

廃棄物担当責任者 :技術管理課 課長  日野 直紀

技術管理課 : 当工場の廃棄物の廃棄物処理業者への委託処理業務及び工場全体の廃棄物の適正処理を行うための運営と管理を行う。

各 部 署 :廃棄物の排出の際は、分別を実施した後所定の廃棄物保管庫へ運搬する。
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別紙

産業廃棄物処理計画書 (集計用シー ト)

長崎県諫早市船越町700

長崎県諫早市船越町700
提出者の住所

事莱場 の所在チや_

日本ハム仰諫早プラント  エ場長 田中 久之

日本ハム懺諫早ブラン ド  エ場長 田中 久之

令和 5 年度

排出者の名称

事業者 の名称

内容年度
トン)

243.8

2418

1,5377

1,5249

00

00

0,0

00

00

00

0.0

0.0

20

00

2,3191

27955

K

熱回収認定業者

以外の熱回収を

行う業者への処

理委託量

1,035.6

1,0270

128

00

00

00

00

0.0

00

0.0

00

827

820

熱回収認定業者
への処理委託量

40.2

399

296

293

0.0

00

12,9

03

00

00

2.0

0.0

3,0683

3,042.7

再生利用業者ヘ

の処理委託量

1,127.1

1,1177

364.9

3618

1,554.2

1,5412

19,6

194

00

0.0

06

00

00

268.0

2658

委託処理量のうち委託先毎の量

H

優良認定処理業

者への処理委託

量

91.5
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1285

16.4

163

20,9

207

7.6

75

0.0

00

2.0

2.0

00
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3,169.4

委託先での処理状況

G

全量委託量
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理減量化量

0.0

00

0.0

00
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理量
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自社内での処理状況

自己再生利

用量

0.0
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排出量

A

現状

計画
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計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

見状/計画

動植物性残澄

廃 7・ ラステック

汚 泥

がラスウクリト・陶磁器クス
・

金属クス
｀

特定有害産業廃棄物

木 くず

廃油

合計

廃棄物の種類



様式第二号の八（第八条の四の五関係）

年 6 月 15 日

長崎県知事　大石　賢吾 殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本工業規格　Ａ列４番）

事 業 場 の 名 称

事業場の所在地

計 画 期 間

日本フードパッカー株式会社　諌早工場

2023

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

別添1　産業廃棄物処理工程

（第１面）

③ 従 業 員 数 184名

産業廃棄物処理計画書

854-0022　長崎県諫早市幸町79-23

工場長　宮ノ原　裕史

0957-22-1343

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。

日本フードパッカー株式会社　諫早工場

長崎県諫早市79番23号

2023年4月1日～2024年3月31日

① 事 業 の 種 類 食肉処理業

② 事 業 の 規 模 前年度売上高　：　125億円



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　 令4 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

現状の取り組みの維持し金属とプラスチック類を出来るだけ
分解し分ける。

排 出 量_ 2400.5

汚泥　：　工場用水節水。固形物、不純物の除去。汚泥脱水機の
　　　　　メンテナンス。汚水原水の低減等。

動植物性残渣　：　水分を出来るだけ切り排出。

廃プラスチック　：　可燃物との分別

②計画

産業廃棄物の種類_ 別表内訳表

排 出 量_ 2,577.2

増頭（生産数量増加）を見込んでいるため総排出量は増加するが1頭当
りの排出量を削減出来るように、現状の取り組みの維持と排水処理施設
の管理徹底。

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

廃プラスチック　：　排出の際、分別用の収集缶を設置している為
　　　　　　　　　　分別するように呼びかけ。

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

（第２面）

　　別添2　　産業廃棄物に係る管理体制

①現状

産業廃棄物の種類_ 別表内訳表



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　 令4 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　 令4 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自社にて中間処理をする計画はない。

②計画

産業廃棄物の種類_ 別表内訳表

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量 0

別表内訳表

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0

①現状

産業廃棄物の種類_ 別表内訳表

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量 0

自社にて中間処理は実施していない。

②計画

産業廃棄物の種類_ 別表内訳表

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0

（第３面）

①現状

産業廃棄物の種類_



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　 令4 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　 令4 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

①現状

産業廃棄物の種類_ 別表内訳表

全 処 理 委 託 量_ 2,400.5

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

1,928.9

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

27.8

汚泥　：　発生量を抑制する為に、水分調整や排水処理施設の為、
　　　　　管理している。堆肥化にて処理をする業者を選定し委託
　　　　　している。

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

自社で埋立処分又は、海洋投入を行う事はない。

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別表内訳表

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0

今後も自社で埋立処分又は、海洋投入を行う事はない。

（第４面）

①現状

産業廃棄物の種類_ 別表内訳表

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0



【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

汚泥　：　増頭（生産数量増加）を見込んでいるため総排出量は増加す
るが1頭当りの排出量を削減出来るように、今後も排水処理施設の性能
維持に努め、発生汚泥の削減に努める。又、委託業者も堆肥化し再生利
用を行う業者へ引き続き委託する。

※事務処理欄

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

29.9

（第５面）

②計画

産業廃棄物の種類_ 別表内訳表

全 処 理 委 託 量_ 2,577.2

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

2,071.9



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。
　
　２　当該年度の６月30日までに提出すること。
　
　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
     と。

　　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元
請
　　　完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応
じ
　　　事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する
ま
　　　での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ
と。
　
　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら
中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中
間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。
　
　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託
量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施
行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回
収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）で
あ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者
へ
　　の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。
　
　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙の
と
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物
の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記
入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



単位（t）

廃プラ
スチック
類

金属く
ず

汚泥
汚泥（動
物の糞
尿）

廃アル
カリ

動物系
固形不
要物

廃プラ（軍
手・フィル
ムクズ等）

汚泥
（無機
性）

合計

①現状（2022年度実績） 排出量 6.4 6.1 697.5 229.5 989.4 426.2 27.8 17.6 2,400.5

②計画（2023年度計画） 排出量 6.9 6.6 749.2 246.5 1,062.7 457.8 29.9 17.6 2,577.2

①現状（2022年度状況） 自ら再生利用を行った量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

②計画（2023年度計画） 自ら再生利用を行う量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

①現状（2022年度状況） 自ら熱回収を行った量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自ら中間処理により減量する量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

②計画（2023年度計画） 自ら熱回収を行った量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自ら中間処理により減量する量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

①現状（2022年度状況） 自ら埋立処分を行った量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

②計画（2023年度計画） 自ら埋立処分を行う量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

①現状（2022年度状況） 全処理委託量 6.4 6.1 697.5 229.5 989.4 426.2 27.8 17.6 2,400.5

（内訳）優良認定処理業者へ処理を委託した量（23記入無） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（内訳）再生処理業者へ処理を委託した量 6.4 6.1 697.5 229.5 989.4 0.0 0.0 0.0 1,928.9

（内訳）認定熱回収業者へ処理を委託した量（23記入無） 0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（内訳）認定以外の熱回収業者へ処理を委託した量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.8 0.0 27.8

②計画（2023年度計画） 全処理委託量 6.9 6.6 749.2 246.5 1,062.7 457.8 29.9 17.6 2,577.2

（内訳）優良認定処理業者へ処理を委託する量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（内訳）再生利用業者へ委託を委託する量 6.9 6.6 749.2 246.5 1,062.7 0.0 0.0 0.0 2,071.9

（内訳）認定熱回収業者へ処理を委託する量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（内訳）認定以外の熱回収業者へ処理を委託した量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 29.9 0.0 29.9

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

廃棄物の排出の抑制に関する事項

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら行う産業廃棄物の埋立処分

産業廃棄物処理計画書 別添内訳書

廃　棄　物　の　種　類



別添1

廃棄物処理施設で委託処理
　　　　◇再生利用目的

使用器具等の故障等 廃棄物処理施設で委託処理
により発生 　　　　◇再生利用目的

生産工程で発生する 廃棄物処理施設で委託処理
汚水を処理し発生 　　　　◇再生利用目的

廃棄物処理施設で委託処理
　　　　◇再生利用目的

廃棄物処理施設で委託処理
　　　　◇再生利用目的

廃棄物処理施設で委託処理
　　　　◇焼却後管理型埋め立て

廃棄物処理施設で委託処理
　　　　◇焼却後管理型埋め立て

生産工程で発生する 廃棄物処理施設で委託処理
汚水を処理し発生 　　　　◇焼却後管理型埋め立て

別添2

■廃棄物担当
■処理計画作成担当

生産工程で発生

リサイクル可

リサイクル可

リサイクル可

リサイクル可

リサイクル不可

リサイクル可

生産工程で不要品発生

動物の糞尿

生産工程で発生

生産工程で発生

リサイクル不可

総務部

製造部

設備管理課

産業廃棄物処理工程

産業廃棄物の処理に係る管理体制

動物系固形不要物

廃プラ(軍手・フィルムクズ等）

工場長

廃プラスチック類

金属くず

汚泥

汚泥(動物の糞尿）

廃アルカリ

汚泥（無機性）

リサイクル不可



様式第二号の人 (第人条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和 5年 j月 近え日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

長鯰緊東彼杵郡川翻町苗津瑯39

ヵ‐縮餓鰯動

許園襲 鶉
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号疑弱  (0956)82-45生5

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成 したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 日本フー ドパッカー株式会社 )|1棚 工場

事 業 場 の 所 在 地 長崎県東彼杵郡川棚町百津郷39番地

計 画 期 間 令和5年4月 1日 から令和6年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 食料品製造業

② 事 業 の 規 模 前年度売上高 89億円

③ 従 業 員 数 185 名

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

別添1 産業廃棄物処理工程

-515:24

(日 本工業規格 A



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 ( 令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別表内訳表

排   出  量 2137.696t t

① 現状 (これまでに実施した取組)

汚泥 :場内節水・排水処理装置の散気筒交換・脱水助剤調整

廃プラスチック :包装機点検調整

【目標】

産業廃棄物の種類 別表内訳表

り

'  
出  量 2102.765t t

②計画 (今後実施する予定の取組)

・脱水助剤調整

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

自販機紙コップ :紙コップについては業者へお持ち帰りして

頂いている。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

現状の取組みの維持②計画



(第 3面)

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた

産業廃棄物 の量
Ot t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物 の量
Ot t

②計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (  令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

産業廃棄物 の量
Ot t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物 の量
Ot

t

(こ れまでに実施 した取組 )

自社にて中間処理は実施 していない。

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行 う

産業廃棄物 の量
Ot t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物 の量
Ot t

(今後実施する予定の取組)

今後も自社にて中間処理を実施する予定はない。

②計画



(第 4面 )

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (   令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

Ot t

① 現状

(こ れまでに実施した取組)

自社で埋め立て処分又は海洋投入は実施していない。

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物 の量

Ot t

②計画

(今後実施する予定の取組)

今後も自社で埋め立て処分、又は海洋投入を行 う事はない。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (   令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙内訳表

全 処 理 委 託 量 2137.696t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
2099.635t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熟回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

38,06t t

(こ れまでに実施した取組)

汚泥 :排水処理装置の維持管理の徹底。



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙内訳表

全 処 理 委 託 量 2102.765t t

t t

2035。 465t t

t t

66.10t t

(今後実施する予定の取組)

汚泥 :今後も汚泥脱水装置・排水処理装置の維持管理に努める。

※事務処理欄



(第 6面)

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

8 「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当 該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行 うことによつて減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熟回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

お り」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



産 業 廃 棄 物 処 理 計 画 書 別添内訳書

数字 (t)

合計

2137696
210276S

000
0_00

000
000
000
000

O CЮ

000

2187696
000

2099635
0,00

3806

0_00

000
6610

木〈ず

122
120

122

122
120

120

動物の死体

12535
12284

12535

12_535

12284

12284

汚泥
(腹糞)

10387
10179

10387

10387

10179

10179

廃アルカリ

98624
91762

93624

93624

91752

91752

動物性残
′造

11121
10899

11121

11121

10899

10899

ガラス・陶
器くず

000
000

000

000

ガラス陶器く
ず

金属くず
(使 用済蛍光

管)

「水銀使用製

産 肇 蒔 華 物

0000
0000

0000

0000

0000

0000

金属くず

2268
000

2263

22_63

00

000

廃プラス
チック

2572
2521

2572

2572
2521

2521

堆積汚泥

000
3000

000

000
30_00

3000

汚 泥

102436
100387

1.02436

t肉訳)優良認定処理業者へ処理を委託した量 (22記入無 )

1024_36

(内訳)認定熱回収業者へ処理を委託した量 (22記入無 )

100387

1,003_87

羽F出 言

排 出 量

排 出 量

排 出 量

自ら摯 回 収 葬行 った こ

自ら中 F日耳

'と

理 に より減 量 す る畳

目ら緊 回 収 努行 つた量

自ら中 r口1処理 に より冠 畳 す る畳

目ら埋 豆 処 分 チ行 つた 量

目ら主堅立 処 分 チ行 う量

全処 理 委託 量

t内訳)再生処理業者へ処理を委託した量

(内訳 )‐認定以外の熱回収業者へ処理を姿託した量

全処 理 委託 量

1内訳)優良認定処理業者へ処理を委託する量

〔内訳)再生処理業者へ処理を委託する量

(肉訳)認定黙回収業者へ処理を委託する量

(内訳 )・認定以外の熱回収業者へ処理を委託した量

こ物 (′

'ラ

F出 (′

'刊

J和lに

)現 状 (令和4年度実績

②計画(令和5年度計画

の現状(令和4年度実績

)計画 (令和う年度計画

D計画(令和5年度計画|

ll現状 (令和4年度実績

)計画 (令和6年度計画

Э現状(令和4年度実績|

D計画(令和5年度計画|



産業廃棄物処理工程 別表 1

◆再利用目的
リサイクル可

水を処理し発生
工程で発生する汚

汚泥

型埋め立て◆安
リサイクル不可生産工程で不用品発生廃プラスチック類

によ

り発生
の

金属くず
◆再利用 目的

リサイクル可

◆再利用目的
リサイクル可動物の糞尿動物性残湾

◆再利用 的
リサイクル可生産工程で発生廃アルカリ

◆再利用目的

理施設
リサイクル可腹糞、敷き藁汚泥 (腹糞 )

◆再利用 的
リサイクル可

にての死亡

豚
動物の死体

◆管理型埋め立て
リサイクル不可木製パッレト木くず



産業廃棄物処理工程 月1表2

■廃棄物担当課
■処理計画作成担当

工場長



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

長崎県知事 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

②事　業　の　規　模 元請工事完成高　　250億円

③従　 業　 員 　数 252人

①事　業　の　種　類 D：建設業　06：総合工事業　0611：一般土木建築工事業

 事　業　場　の　名　称 株式会社フジタ　九州支店

 事 業 場 の 所 在 地 福岡市博多区下川端町１－１

 計　　画　　期　　間 2023年 4月 1日 から 2024年 3月31日

産業廃棄物処理計画書

福岡市博多区下川端町１－１

株式会社フジタ　九州支店
支店長   安東 則好

2023年 6月27日

０９２-２８１－０６６４

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

電子マニフェスト 電子マニフェスト電子マニフェスト

（株）フジタ九州支店
建築・土木 作業所 委託契約会社の

収集運搬車

委託契約会社の
中間処理場

委託契約会社の
最終処分場



(第2面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（2022年度）実績】 別紙１のとおり

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】 別紙１のとおり

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

上記取組みを継続する

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類 建設廃棄物(総量）

排　　  　出　　  　量 2,350.1

・プレカットの推進、梱包材料の削減
・PC,ﾕﾆｯﾄ化による工法変更の検討と支援
・分別による混合廃棄物の削減
・施工検討会議での取組検討と工事ﾗｲﾝによる支援
・集合教育、支店作業所巡回、支店環境ﾊﾟﾄﾛｰﾙによる指導
・建設副産物管理ｼｽﾃﾑの入力と監視、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類 建設廃棄物(総量）

排      出      量 2,138.6

上記取組みを継続する

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

特定建設資材廃棄物（ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、建設発生木材）
金属くず、廃石膏ボード、廃プラスチック
保管施設に分別ボックスを設置

支店管理責任者：支店長

建設廃棄物処理総括責任者：副支店長

環境実行管理者：品質環境部長

建 設 副 産 物 担 当 者

各作業所の建設廃棄物管理責任者（支店長が任命する）
建築作業所 土木作業所



(第3面)

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（2022年度）実績】 別紙１のとおり

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】 別紙１のとおり

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（2022年度）実績】 別紙１のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】 別紙１のとおり

t t

t t

（今後実施する予定の取組）
②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類 建設廃棄物(総量）

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

0

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量 0

0

自ら中間処理により減量した
産業廃棄物の量 0

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類 建設廃棄物(総量）

②計画

産業廃棄物の種類 建設廃棄物

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

0

0

①現状

産業廃棄物の種類 建設廃棄物(総量）

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量



(第4面)

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（2022年度）実績】 別紙１のとおり

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】 別紙１のとおり

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（2022年度）実績】 別紙１のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

再生利用業者への
処理委託量

2,350.1

認定熱回収業者への
処理委託量 0

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0

電子マニフェスト採用業者での委託契約締結（電子率100％）

①現状

産業廃棄物の種類 建設廃棄物(総量）

2,350.1

優良認定処理業者への
処理委託量 2,350.1

全処理委託量

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類 建設廃棄物(総量）

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

0

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類 建設廃棄物(総量）

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産業廃棄物の量

0



(第5面)

【目標】 別紙１のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

電子マニフェスト採用業者での委託契約締結（電子率100％）

認定熱回収業者への
処理委託量 0

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0

建設廃棄物

全処理委託量

②計画

産業廃棄物の種類

2,138.6

優良認定処理業者への
処理委託量 2,138.6

再生利用業者への
処理委託量

2,138.6



(第6面)
備考
　１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。
　
　２　当該年度の６月30日までに提出すること。
　
　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入する
　　こと。

　　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元
　　　請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種
　　　に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する
　　　までの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は，委託の内容を含む。）を記入する
　　　こと。
　
　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自
　　ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、
　　自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入
　　すること。
　
　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委
　　託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する
　　法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、
　　認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を
　　受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行
　　っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。
　
　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙
　　のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業
　　廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、
　　当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき
　　事項がないときは、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



別紙１（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

　　現状：前年度（２０２２年度）実績量
　　計画：今年度（２０２３年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

382.9 348.4 382.9 348.4 382.9 348.4 382.9 348.4

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9.7 8.8 9.7 8.8 9.7 8.8 9.7 8.8

1.5 1.3 1.5 1.3 1.5 1.4 1.5 1.3

150.8 137.2 150.8 137.2 150.8 137.2 150.8 137.2

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 4.5 5.0 4.5 5.0 4.5 5.0 4.5

4.8 4.4 4.8 4.4 4.8 4.4 4.8 4.4

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1,789.7 1,628.6 1,789.7 1,628.6 1,789.7 1,628.6 1,789.7 1,628.6

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.7 5.2 5.7 5.2 5.7 5.2 5.7 5.2

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0

2,350.1 2,138.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2,350.1 2,138.6 2,350.1 2,138.6 2,350.1 2,138.6 0.0 0.0 0.0 0.0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動物性残さ

ゴムくず

金属くず

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器
くず

鉱さい

がれき類

ばいじん

合計

混合廃棄物（建設系）

石綿含有（混廃）

石綿含有（がれき）



5 年 6 月 15 日

提出者

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

令和

長崎県島原市有明町大三東戊705

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

産業廃棄物処理計画書

長崎県知事　大石　賢吾　殿

(日本産業規格　Ａ列４番)

（第１面）

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

本田建設株式会社

代表取締役　本田　悦弘

電話番号　0957-68-0171

②事 業 の 規 模

③従 業 員 数

④産業廃棄物の一連

　の処理の工程

　本田建設株式会社

　長崎県島原市有明町大三東戊705

　令和5年4月1日～令和6年3月31日

　06：総合工事業

　前年度 元請完成工事高：60,100万円

　25人

 事 業 場 の 名 称

 事 業 場 の 所 在 地

 計 画 の 期 間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類

各作業所

産業廃棄物
収集運搬業者

（委託契約）

中間処理業者

（委託契約）

最終処分業者

（委託契約）
再資源化

再利用



ｔ ｔ

ｔ ｔ

（第２面）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

1-可能な限り、混合廃棄物を出さないよう分別を徹底

2-有価材として排出可能な金属くず、ダンボール等は、有価材とし

　ての排出指導

3-協力業者への必要最小限の梱包搬入の周知・徹底

①現状

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類

排　　出　　量

（これまでに実施した取組）

　の発生量を削減する。

2-使用材料の定尺寸法での搬入を可能な限り削減し、

　使用材料の歩留ロスを減少させるよう推進する。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

【目標】

産業廃棄物の種類

排　　出　　量

②計画 （今後実施する予定の取組）

1-現場での分別品目を増やし、リサイクルを推進し、廃棄物

②計画

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・特定建設資材の４品目・金属くず・紙くず・石膏ボード

　種類を明記した保管場所を種類毎に設け、紙くず・石膏

　ボードに関しては、雨天時、濡れないよう、シート養生

・廃プラ

　取組に関しては、上記同様

代表取締役

(総括責任者)

土木部長

(責任者)

建築部長

(責任者)

各 作 業 所

各現場毎に管理

別 紙 参 照

別 紙 参 照



産業廃棄物の種類

産業廃棄物の量

①現状 （これまでに実施した取組）

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和４年度）実績】

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和４年度）実績】

自ら再生利用を行った
ｔ ｔ

自ら再生利用を行った
ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の量
ｔ

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
ｔ ｔ

産業廃棄物の量

（今後実施する予定の取組）

自ら中間処理により

ｔ ｔ減量した

産業廃棄物の量

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量

減量した

（これまでに実施した取組）

②計画

①現状

ｔ ｔ
産業廃棄物の量

自ら中間処理により

ｔ ｔ



t t

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類

（これまでに実施した取組）

①現状

自ら埋立処分又は

ｔ ｔ海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

②計画 産業廃棄物の量

（今後実施する予定の取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

ｔ ｔ海洋投入処分を行った

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類

①現状

処 理 委 託 量

熱回収を行う業者への

（これまでに実施した取組）

1-特定建設資材の4品目及び、金属くず、紙くずの

　リサイクル化の徹底

認定熱回収業者以外の

t

t

t

t

t

t t

2-委託業者との委託契約及び、マニュフェスト管理の徹底

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

別 紙 参 照



t t
優良認定処理業者への

t t
処 理 委 託 量

再生利用業者への
t t

処 理 委 託 量

（第５面）

【目標】

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
t t

処 理 委 託 量

②計画 認定熱回収業者以外の

t t熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

　の基準に適合できるよう呼びかける。

※事務処理欄

（今後実施する予定の取組）

1-リサイクル率が高い業者への処分を委託するよう推進

　する。

2-各現場、運搬距離が許容範囲内に限り、優良認定処理

　業者へ委託する。

3-通年委託している取引業者へ優良産廃処理業者認定制度

別 紙 参 照



（第６面）

   工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

   模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

   の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

４「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

   間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

備考

１ 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。

３「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

   への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

   おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

   種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

   すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは

   「―」を記入すること。

   処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

５「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

   を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

   令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

   施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

   る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

７ ※欄は記入しないこと。



その他がれき類

0.00

別紙：産業廃棄物処理計画書 集計表

単位：トン

現 状：前年度(令和4年度)実績量

計 画：今年度(令和5年度)計画量【目標】

0.00 2108.60 1897.50 0.00 0.00 0.000.00 0.00 0.00 2108.60 1897.50 0.00合　　計 2108.60 1897.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

産業廃棄物の種類

排 出 抑 制 自ら行う中間処理 処　理　の　委　託

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

排　出　量

自ら再生利用を
行った(行う)量 自ら熱回収を

行った(行う)量
自ら中間処理により
減量した(する)量

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を
行った(行う)量 全処理委託量

13.10 11.70 0.00― ― ― ― ― ― 0.00 0.00 0.00― ― 13.10 11.70 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00― ― 162.60 146.30 0.00 0.00― ― ― ― ― ―

57.50 51.70 0.00

162.60 146.30 0.00

1875.40 1687.80

0.00 0.00 0.00― ― 57.50 51.70 0.00 0.00

建設汚泥

建設混合廃棄物(管理型)

廃プラスチック

金属くず

0.00 0.00

57.50 51.70 ― ― ― ― ― ―

0.00 0.00 1875.40 1687.80 0.00 0.00― ― ― ―

現 状 計 画 現 状現 状

1875.40 1687.80

162.60 146.30

13.10 11.70

繊維くず

廃油

石膏ボード

計 画 現 状 計 画 現 状

紙くず

計 画 現 状 計 画

コンクリート塊

ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

建設発生木材

― ― ― ―

計 画 現 状 計 画 現 状 計 画 現 状計 画 現 状 計 画



様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

提出者

住 所 平戸市生月町壱部浦 67番地 1

氏 名 増山建設株式会社

代表取締役 増山 富博

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

伺藍諭舌番手許  0950-53-0522

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

2023年 6月 6日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

増山建設株式会社事 業 場 の 名 称

平戸市生月町壱部浦 67番地 1事 業 場 の 所 在 地

2023年 4月 1日 ～2024年 3月 31日計 画 期 間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

・・・・・・ 委託 (中間・破砕)

926,記 96,000

・・委託 。チップ・燃料 。再生紙くず。廃プラ・

委託 。原料

ン・アスガラ。がれ 委託・再生骨材

最終埋め立て

工

③ 従 業 員

① 事 業 の 種 類 D-06

② 事 業 の 規 模 前年度の元請完成工事高

数 51人

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

―
:うf ii:_ こθ

(日 本産業規格



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 コンクリー ト殻 アスファル ト殻

排   出  量 7756.47 t 108,74 t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

・コンクリート殻の発生抑制のため

型枠工事の施工精度を上げはつり作業を減少させた。
・紙くず 。廃プラスチックの発生抑制のため

梱包を少なくする、梱包をなくす

【目標】

産業廃棄物の種類 コンクリー ト殻 アスファル ト殻

排   出  量 5000 t 100 t

②計画
(今後実施する予定の取組)

上記に加え下記の取り組みを予定
・コンクリー ト殻の発生抑制のため

コンクリー ト打設時の残コンを減少させる。
・紙くず 。廃プラスチックの発生抑制のため

工作物養生は最小限に行い、次の現場でも転用する。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・各現場で産業廃棄物の種類を表記した

専用ボックスを設置しそれぞれに分別、保管している。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・特に無し
②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生禾町用に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量
t t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 4 実績】

産業廃棄物の種

自ら熱回収を行 た
t t

産 業廃棄 量

① 現状
自ら中間処理に 械量した

t t
産 業廃 物の量

(こ でに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産 業廃棄物の量
t t

②計

(今後実施する予定の取組)



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

t

① 現状

(こ れまでに実施した取組)

【目標】

物の種類

ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類 コンクリー ト殻 アスファル ト殻

全 処 理 委 託 量 7756.47 t 108.74 t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
7756.47 t 108.74 t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熟回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(これまでに実施した取組)

・コンクリート殻・アスファルト殻 。木くず・紙くず 。金属くずは

再生ができる業者に委託している。



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 コンクリー ト殻 アスファル ト殻

全 処 理 委 託 量 5000 t 100 t

t t

5000 t と00 t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

能)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること

(彿 ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の八(第八条の四の五関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

令和５年 ６月２３日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者                  

住 所 長崎県長崎市興善町４－８    

氏 名 松尾建設株式会社 長崎支店   

                         支店長  牛島 直樹

電話番号０９５－８２６－７１９１

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 松尾建設株式会社 長崎支店

事 業 場 の 所 在 地 長崎県長崎市興善町４－８

計 画 期 間 令和５年 ４月 １日 ～ 令和６年 ３月３１日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 Ｄ０６ 総合工事業

② 事 業 の 規 模 元請完成工事高 １６９，３７４万円（前度実績）

③ 従 業 員 数 ２５名（令和５年 ４月時点）

④産業廃棄物の一連

の処理の工程
別紙１のとおり

(日本産業規格 Ａ列４番)



(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

別紙２のとおり

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】   別紙のとおり

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・資材等の梱包の簡素化による発生抑制

・部材のプレキャスト化による現場施工の削減

②計画

【目標】   別紙のとおり

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

工法の検討による発生抑制

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・建設リサイクル法に基づく特定建設資材廃棄物の現場での分別

・建設副産物処理計画を作成し計画的な廃棄物の分別を行う

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・廃棄物の種類毎に分別し混合廃棄物の発生抑制に努める



（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】   別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・特になし

②計画

【目標】   別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・特になし

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】   別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・特になし

②計画

【目標】     別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・特になし



（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】   別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・特になし

②計画

【目標】   別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・特になし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

① 現状

【前年度（令和４年度）実績】   別紙のとおり

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・処理業者の事前確認を行い、再資源化処理を行う処理業者へ優先的

な委託を行う

・電子マニフェストによる廃棄物処理の管理

・優良認定事業者による処分



（第５面）

②計画

【目標】   別紙のとおり

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・産業廃棄物処理業者の選定にあたり、再資源化の実施状況確認を行

いリサイクル率の向上を図る

・再資源化率の向上に加え優良認定事業者での処分量向上に努める

・電子マニフェスト制度の運用拡大を図る

※事務処理欄



（第６面）

備考

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

７ ※欄は記入しないこと。



様式第二号の八(第八条の四の五関係別紙)

1,559.3 t 1,126.5 t 52.8 t 0.0 t 20.8 t 4.5 t 16.9 t 0.0 t 2.6 t 68.9 t 0.0 t 22.8 t 70.3 t t t t 2,945.4 t

1,480.0 t 1,000.0 t 50.0 t 15.0 t 20.0 t 4.0 t 15.0 t 10.0 t 2.0 t 65.0 t 1.0 t 20.0 t 67.0 t t t t 2,749.0 t

55.0 t 632.5 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t t t t t 687.5 t

30.0 t 500.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t t t t t 530.0 t

0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t t t t t 0.0 t

0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t t t t t 0.0 t

合　計

合　計

合　計

0.0 t

t

合　計

0.0 tt

管理型
混合廃棄物

管理型
混合廃棄物

管理型
混合廃棄物

t

管理型
混合廃棄物

廃石こうボード

廃石こうボード

廃石こうボード

0.0

廃石こうボード

0.0 t

繊維くず

繊維くず

繊維くず

繊維くず

繊維くず

0.0 t

t

木くず

木くず

0.0

木くず

0.0 t

繊維くず

0.0t

安定型
混合廃棄物

紙くず

紙くず

紙くず

0.0 t

紙くず

0.0

安定型
混合廃棄物

紙くず

0.0 t

汚泥

0.0 t

0.0 t

0.0 t

0.0

0.0

金属くず

t

紙くず

紙くず

木くず

t t t tt

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

安定型
混合廃棄物

安定型
混合廃棄物

安定型
混合廃棄物

安定型
混合廃棄物

紙くず

紙くず

金属くず

金属くず

金属くず

金属くず

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

汚泥

汚泥

tt

金属くず

t

t

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

0.0 t 0.0

t

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

0.0 t 0.0

その他がれき類

0.0 t

その他がれき類

0.0 t

合　計

合　計

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

（第３面）

（第２面）

【前年度（令和4年度）実績】

産業廃棄物の種類

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

排出量

その他がれき類

その他がれき類 木くず

廃石こうボード

廃石こうボード

管理型
混合廃棄物

管理型
混合廃棄物

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

産業廃棄物の種類

排出量

【目標】

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

②計画

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

【前年度（令和4年度）実績】

①現状

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

【目標】

②計画

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

その他がれき類

その他がれき類

木くず
がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

t

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

産業廃棄物の量
0.0 0.0 tt

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

①現状

自ら中間処理により減量した

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

②計画

0.0 t
自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
0.0

【前年度（令和4年度）実績】



様式第二号の八(第八条の四の五関係別紙)

1,559.3 t 1,126.5 t 52.8 t 0.0 t 20.8 t 4.5 t 16.9 t 0.0 t 2.6 t 68.9 t 0.0 t 22.8 t 70.3 t t t t 2,945.4 t

1,480.0 t 1,000.0 t 50.0 t 15.0 t 20.0 t 4.0 t 15.0 t 10.0 t 2.0 t 65.0 t 1.0 t 20.0 t 67.0 t t t t 2,749.0 t

t

2,101.9 t

0.0 t

合　計

合　計

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

管理型
混合廃棄物

30.0 t

管理型
混合廃棄物

t

t

30.0 t

0.0 t

31.7

20.0

0.0

t

t

t

0.0

0.0

廃石こうボード

18.0

t

t

廃石こうボード

廃石こうボード

0.0

廃石こうボード

t

t

22.1

0.0 t

22.1

t

0.0

t

1.0 t

0.0 t

0.0 t

0.0

木くず

20.0

55.0

0.0

t

t

t

21.2

繊維くず

1.0

0.0 t

繊維くず

0.0

繊維くず

t

0.0 t

0.0 t

t

58.0

0.0

0.0

木くず

0.0

木くず

t

t

t

t

木くず

0.0

繊維くず

0.0 t

0.0 t

0.0 t

紙くず

2.0 t

2.0 t

紙くず

0.0 t

0.0 t

0.0 t

2.6 t

2.6 t

0.0 t

汚泥

3.0 t

10.0 t

0.0 t

0.0 t

0.0

紙くず

0.0 t

紙くず

0.0 t

0.0 t

0.0

汚泥

0.0 t

t

0.0 t

0.0 t

汚泥

0.0 t

汚泥

t

安定型
混合廃棄物

0.0 t

0.0 t

0.0

4.0 t

t

0.0 t

0.0 t

安定型
混合廃棄物

0.0 t

安定型
混合廃棄物

0.0 t

t

0.0 t 0.0

0.0

0.0

4.5

4.5

t

t

t

t

金属くず

t

金属くず

金属くず

t

t

安定型
混合廃棄物

4.0 t

8.0 t

t

管理型
混合廃棄物

t

管理型
混合廃棄物

t

t t

0.0 t 0.0 t

t0.0 t t

t

t

2,116.0 t

0.0 tt0.0 t

t t0.0 t 0.0 t

t

t

731.0 t

0.0 t

0.0 t

合　計

0.0 t

合　計

98.8 t

t

0.0 t

金属くず

3.0

8.0 t 16.0

0.0 t 0.0

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

t 0.0

t

t 0.0 t

t

0.0 t 0.0 t

t

t

0.0 t 16.5

0.0 t 16.5

3.0 t 15.0

0.0 t 0.0

0.0

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

t

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

0.0 t 0.0

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

その他がれき類

12.0 t

0.0 t

0.0 t

0.0 t

12.0 t

0.0 t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

②計画

①現状

（第４・５面）

産業廃棄物の種類

その他がれき類

0.0 t

その他がれき類

0.0 t

0.0 t

0.0 t

その他がれき類

t t

①現状

②計画

t熱回収を行う業者

産業廃棄物の種類

全処理委託量

への処理委託量

【前年度（令和４年度）実績】

【目標】

【前年度（令和４年度）実績】

0.0t

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

t1,450.0 500.0

t 250.0

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

再生利用業者
への処理委託量

産業廃棄物の種類
がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

t0.0

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

0.0

t0.0

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

0.0

認定熱回収業者
0.0

0.3

1,504.3

への処理委託量

優良認定処理業者

t

0.0

t

t

t

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

0.0

t

t t

494.0

0.0t

認定熱回収業者以外の

産業廃棄物の種類

全処理委託量

再生利用業者

優良認定処理業者

への処理委託量

への処理委託量
認定熱回収業者

への処理委託量

への処理委託量

【目標】

370.0

0.0t t

0.0 t

t

熱回収を行う業者 0.0

0.0 t

への処理委託量

認定熱回収業者以外の

t

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）



④産業廃棄物の一連の処理の工程

発生源 廃棄物 処理・処分

工事現場 コンクリート塊 破砕
再生利用

（再生砕石）

アス・コン塊 破砕
再生利用

（再生砕石、合材）

その他がれき類 破砕
再生利用

（再生砕石）

埋立
（安定型）

埋立
（安定型）

ガラス・
陶磁器くず

破砕
埋立

（安定型）

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 破砕
固形燃料

（RPF）

埋立
（安定型）

金属くず 切断 鉄鋼原料

安定型
混合廃棄物

破砕
埋立

（安定型）

建設汚泥
脱水
乾燥

再生利用
（土壌改良材）

紙くず 破砕 製紙原料

埋立
（管理型）

木くず 破砕
再生利用

（チップ化）

管理型
混合廃棄物

破砕
埋立

（管理型）

繊維くず 破砕
埋立

（管理型）

廃石こうボード 破砕
再生利用

（製品原料他）



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 所　 属 ： 松尾建設株式会社 職名 ： 常務取締役

 組織名 ： 安全環境管理室 組織職員 １４名

環境保全  ○建設副産物処理に関する検討

対策委員会 　 建設副産物の「発生の抑制」、「再利用及び減量化の促進」及び「適正処理

 　の徹底」を基本として運営管理を行う上で必要な事項を検討する。

　 　・ 委員長－専務取締役

　 　・ 委　員－関連部署担当者

　 　・ 事務局－安全環境管理室

建設副産物  ○ 建設副産物処理方針の策定

総括管理者  ○ 社内管理組織の整備

   ○ 社内管理規定の策定・改廃

 ○ 社内管理規定・処理マニュアルの作成

 ○ 法令・行政指導内容等の周知、教育・啓発

 ○ 建設副産物の処理に関する各種事項の決定、承認

建設副産物  ○ 建設副産物処理計画書の作成支援・指導

総括責任者  ○ 建設副産物管理状況の把握と改善策の検討

(地区・支店)  ○ 処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理

 ○ その他関係する事項

建設副産物  ○ 建設副産物処理計画書の作成

処理責任者  ○ 委託契約の締結

（作業所）  ○ 産業廃棄物管理票の交付・管理・記録・処理実績の報告

 ○ 産業廃棄物の処理現状の確認

統括管理者

廃棄物担当

役
　
　
　
割

産 業 廃 棄 物 管 理 組 織

地区（支店）

本 社 取締役社長

廃棄物担当役員（建設副産物総括管理

本社環境保全対策委員

安全環境管理

室

土木部・舗道 建築 総務

安全担当者 土木部・舗道

部
建設副産物

建築部
建設副産

物

作業所 ・作業所長（建設副産物処理責

任者）
作
業
所

作
業
所

作
業
所

作
業
所

作
業
所



様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

提出者

住 所 佐世保市天満町4番 25号

氏 名 脚山口組 代表取締役 前田秀樹

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話番号  (0956)23-1141

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成 したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

長崎県知事 大石 賢吾 殿

キγ
令和5年 6月 4湘

株式会社 山口組事 業 場 の 名 称

長崎県佐世保市天満町 4番 25号事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間 令不日5年 4月 1日 ′～令不日6年 3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

自社 中間処理

(切削殻のみ破砕)

再生利用

ア九
て生

Asが ら

Coが ら

直接委託中間処理

(破砕)

再生利用

総合工事業① 事 業 の 種 類

2,500,000千 円② 事 業 の 規 模

110人③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

-5,6:14

(日 本工業規格



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 ( 2022年度)実績】

産業廃棄物の種類 がれき類

排   出  量 10,303.80t t

①・現状 (こ れまでに実施した取組)

建設業の特陛として、発注・受注量及び工事内容で変化が大きい。

従つて、発注・受注形態で排出抑制は著しく異なる。

建設副産物の発生材は中間処理業者に処理委託するか、自社の中間処

理 (切削ガラのみ)することで、再生資源利用に役立てる。

【目標】

産業廃棄物の種類 がれき類

排   出  量 9,000.Ot t

②計画 (今後実施する予定の取組)

建設副産物の減量化、再利用、適正処理の目的を達成するために、発

生量を実測により把握するように努め、排出の抑制は工法の改善等に

努める。

産業廃棄物の分別に関する事項

①・現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

道路工事 (舗装)を主体とする業種の関係上、アスファル ト塊の発生

材が多くを占める。従つて分別した形で中間処理業者へ直接排出する

か、或いは自社中間処理 (切削殻のみ)をする。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

道路工事 (舗装)を主体とする業種のため、中間処理業者の受け入れ

基準に適合するように分別の徹底に努め、再生利用率を高めるように

する。

②計画



(第 3面 )

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 2022年度)実績】

産業廃棄物の種類 がれき類

自ら再生利用を行つた

産業廃棄物の量
1,390.Ot t

①・現状
(こ れまでに実施 した取組 )

現在、アスファル トの切削ガラのみを受け入れて、破砕し再生アスフ

ァル トとして利用 している。

【目標】

産業廃棄物の種類 がれき類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
2,000.Ot t

②計画
(今後実施する予定の取組)

今後も、アスファル トの切削ガラを受け入れて、再生合材として再利

用する。

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
t t

(こ れまでに実施 した取組 )

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
t t

②計画

(今後実施する予定の取組 )



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

t t

①現状

(こ れまでに実施 した取組 )

特になし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

特になし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 2022年度)実績】

産業廃棄物の種類 がれき類

全 処 理 委 託 量 8,913.80t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
Ot t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
8,913.80t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

Ot t

(こ れまでに実施した取組)

委託基準に従って、産業廃棄物を委託できる業者を選定し、書面によ

る契約を実施 している。



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 がれき類

全 処 理 委 託 量 7,000.Ot t

t t

7,000.Ot t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

可能な限り優良認定処理業者から選定する。

電子マニフェス トの導入を進めるためにも、電子マニフェス ト対応可

能な処理業者を選定する。

委託先処理業者には、定期的に現地確認を実施する。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応 じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当 該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行 うことによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼去「処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に 「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



















様式第二号の人(第人条の四の五関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

令和 5年 6月 7日

長崎県知事  大石 賢吾 殿

諫早市小豆崎

代表取締役 吉次
｀

提出者
住所

電話番号  0957-21-3353

氏名  株式会社  吉次

事 業 場 の 名 称 株式会社 吉次工業

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市小豆崎町697番地

計 画 期 間 令和 5年 4月 1日 ～令和 6年3月 31日 までの1年間

当事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 建設業 (総合工事業 )

② 事 業 の 規 模 年間完成工事高 2,372,324,000円 (令和4年度)

③ 従 業 員 数 社員数 49名

各工事現場より排出された産業廃棄物は、廃棄物処理業者と
委託処理契約を締結し処理を委託している。
主な処理内容は、次の通りで,。

④産業廃棄物の一連
の処理の工程 コンクリート

アスフアルト

がれき類

木材等

金属くず

現場→再生処理施設→再生処理→再生品
現場→再生処理施設 (破砕)→再生品利用
現場→中間処理 (破砕)→再生施設→再生品
現場→再生処理施設(肥料、熱源及び中間処理(破砕)

現場→中間処理施設→選別→有価物
破砕→再生施設→再生品

現場→中間処理施設→破砕圧縮→再生品
現場→中間処理施設→破砕→最終処分場
現場→中間処理施設→選別→破砕→再生施設→再生品

プラスチック

その他混合

廃棄物 選別→破砕→最終処分場

4君翰5:6:-7
子

(日 本産業規格 A



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

排出量 1,619 t

で に し

現状 当社の現場では建設リサイクル法に基づき、コンクリート、アスファルト、コンクリート
2次製品、木材は分別収集し再資源化工場に持ち込み再資源化を図つている。
その他廃石膏ボード及び金属類は分別し再資源化を目的に中間処理して、再資源化

を図つている。廃棄物の総量は令和4年度は1,619トンでその内1,314ト ンを再資源化
施設に持ち込み再資源化して、その他263トンは中間処理施設で破砕、選別し再資源
化と最終処分を行つている。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

排出量 1,388 t

計 画 建設会社は毎年の受注物件により、産業廃棄物の排出量が大きく異なってくるが、
今後の廃棄物の抑制計画として、昨年度の総量を参考値として減量目標を令和 5年

度は排出量を15%削減し、廃棄物の再資源化率を昨年度の81%を更に4%上乗せて
850/oの再資源化する日標で進めてまいります。
尚、種類別縮減方法は別紙に記載する。

産業廃棄物の分別に関する事項

してし の

※ 現在建設リサイクル法に基づく四品目(コンクリート・アスファルト・コンクリート
ニ次製品口発生木材)と金属及び石膏ボードを分別している。

① 現状

の に

※ 建設工事の受注物件によつて、種類は異なるが建設リサイクル四品目及び、
現在分別を実施している金属・石膏ボードに加えて、紙くず日廃プラスチックの
分別を実施して廃棄物の再資源化を図りたい。

計 画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の

① 現状 で に

「自ら行う再生利用なし」

【目標】

産業廃棄物の種類

b

計画 の量

「自ら行う再生利用計画なし」

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

の

自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量

① 現状 み

「自ら行う中間処理なし」

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の量
自ら中間処理によ る

の

② 計画

「自ら行う中間処理計画なし」



(第 4面】

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投棄処分に関する事項

【前年度(令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

海洋投棄処分を行つた

① 現状 の

「自ら埋立処分・海洋投棄処分なし」

【目標】

産業廃棄物の種類

海洋投棄処分を行う
の

② 計画 の

「自ら埋立処分・海洋投棄処分計画なし」

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙通り

全処理委託量 1,619 t

への処理委 里

169 t

の 理
882 t

の処理委託量
0 t

の熱回収を行う業者
15 t

へ の

① 現状
当社は、建設リサイクル法に基づく四品目については、分別し再資源化施設に持ち
込み再資源化を図つている。その他の品目についても分別し中間処理を行い、再
資源が出来るものは、再資源化し、出来ないものは中間処理後安定化処分場で

処分している。種類別の処分方法は以下の通りです。
Oコンクリート塊 B・・・日再資源化施設に持ち込み再資源化している
0アスフアルト塊日日…■再資源化施設に持ち込み再資源化している
○ガラスくず日陶器くず……日中間処理で破砕し安定型処分場に処分している
Oその他のがれき類日H日 中中間処理で破砕し安定型処分場に処分している
O廃プラスチック類・・・・・中間処理で破砕し再生資源化と安定型処分場に処分している
O金属類 H日 日日日●中間処理で破砕し再生資源化ともつぱら物として再利用している
0木くず中……再資源化施設と中間処理で破砕し再資源化している(肥料と熱回収)

○紙くず H日 ●日日中間処理で破砕し再資源化している
0石青ボード・口…中間処理で紙と石青と分類して再利用している
O混合廃棄物 B口・中間処理で破砕し、再資源化と不要物は最終処分場で処分。



(第 5面 )

② 計画

【目標】 令和 5年度の1年間

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

全処理委託量 1,388 t

140 t

1,181 t

0 t

25 t

(今後実施する予定の取組み)

建設業の受注量を長期で推定することが、困難なので当社の受注量を今年1年脂
昨年度と同じ受注量と考慮して、令和5年度は解体工事物件が大幅に減少する

見込みなので、昨年度より廃棄物総量を15%減少させ1,388トンと抑制させ、
また、再資源化率を昨年度の81%を更に4%向上させて、令和5年度を計画しまし

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高(前年度実績)、 医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ事業規模

が分かるような前年度実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまでの

一連の処理工程(当 該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4「 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理

を行引こ際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行う

ことによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組みを記入すること。

5「産業廃棄物の処理委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を記入

するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第6条

の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者

(廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への

焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への焼却処理委託量

について、前年度実績、日標及び取組みを記入すること。

6それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と

記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類が3以上

あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入

した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「一」を記入すること。

7※欄は記入しないこと。



令和5年度産業廃棄物の今後の処理計画 (諫早・島原地区)

株式会社 吉次工業
(※数字はトン数を示す)

※ 中間処理後の最終処分と記載あるのは、中間処理施設で破砕処理したのち安定型処分場で処理するものです。

※ 当社の令和4年度は廃棄物処理量が1,619トンになりましたが、建設業は受注産業なので受注高が減少すれば産業廃棄物の処理量も

減少すると思いますが、令和 5年度は解体工事物件が多少減少する見込みで、令和 4年度の廃棄物総量の150/o減を見越して

令和5年度の計画をいたしました。
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様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

2023年  6月  28日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎県松浦市志佐町白浜免字瀬崎458番地 1

氏 名 J―POWERシ
エ
ェネレいシカサ‐ビス株式会社松浦火力運営事業所

所 長  大 柴 良 二

電話番号            0956と 72-1201

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 J―POWERシ
｀
ェネレーションサービス株式会社松浦火力運営事業所

事 業 場 の 所 在 地 長崎県松浦市志佐町白浜免字瀬崎458番地 1

計 画 期 間 令和 5年 4月 1日 ～令和 6年 3月 31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 33 電気業

②事 業 の 規 模 発電機出力 1, 000MW 2基

③従 業 員 数 154

>①燃え殻 (石炭灰)

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

煙処理・電気集じん器 >①ばいじん (石炭灰)

事時発生

③廃油、④廃酸、⑤廃アルカリ、⑥廃フ
°
ラスチック、

⑦木くず、③金属くず、働 ウス・コンクリート
> 陶磁器くず、⑩がれき類

(石炭・油)

イラ燃焼

②汚泥

-5f6t29

(日 本産業規格 A



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物のりF出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類 0町紙2のとおり) C町紙2のとおり)

排  出  量 (別紙 2の とおり)t C町紙2のとおり)t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

・排水汚泥については、工程内処理により排出抑制に努めている。

・その他の廃棄物は、適切に分別回収し、柩力資源化を図つている。

【目標】

産業廃棄物の種類 (別紙 2のとおり) l男J紙 2のとおり)

排  出  量 (別紙 2のとおり)t 0町紙 2のとおり)t

②計画 (今後実施する予定の取組)

・りF水汚泥については、工程内処理により排出抑制に努める。
。その他の廃棄物は、適切に分別回収し、極力資源化を図る

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

サイロ及びコンクリー トによる間仕切りをした保管施設において、そ

の種類ごとに保管し、分別の徹底を図つている。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

サイロ及びコンクリー トによる間仕切りをした保管施設において、そ

の種類ごとに保管し、分別の徹底を図っていく。②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量
t t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

前年度実績なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

計画なし

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

t t

産業廃棄 の 量

(こ れまでに実施した取組)

前年度実績なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
t t

産 業 棄物の量

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量 _

t t

(今後実施する予定の取組)

計画なし

②計画



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 ばいじん

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

29,445t Ot 99,271t

① 現状
(こ れまでに実施した耳叉組)

燃え殻、汚泥、ばいじんの再資源化を行い、自社処分場への埋立を紅

力軽減させているも

【目標】

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 ばいじん

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

Ot 0 Ot
② 計画

(今後実施する予定の取組)

引き続き燃え殻、汚泥、ばいじんの再資源化を進め、自社処分場

への埋立を拡力軽減させる。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類 (別紙 3の とおり) (別紙 3のとおり)

全 処 理 委 託 量
(別紙 3の とおり)

t
(別紙 3のとおり)t

(別紙 3の とお

り)t
(別紙 3の とおり)

t
(別紙 3のとおり)t

(別紙 3の とお

り)t
(別紙 3の とおり)

t
(別紙 3のとおり)t

① 現状 (別紙 3の とお

り)t
(別紙 3の とおり)

t
(別紙 3の とおり)t

(別紙 3の とお

り)t
(別紙 3の とおり)

t
(別紙 3のとおり)t

(こ れまでに実施した取組)

特になし



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 (別紙3の とおり) (別紙 3の とおり)

全 処 理 委 託 量 (別紙 3の とおり)t (別紙 3のとおり)t

(別紙 3の とおり)t (別紙 3の とおり)t

(別紙 3の とおり)t (別紙 3の とおり)t

(別紙 3の とおり)t (別紙 3の とおり)t

(別紙 3の とおり)t (別紙 3の とおり)t

(今後実施する予定の取組)

特になし

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

紀)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

●)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「一」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



別紙 1
松浦火力発電所 産業廃棄物処理フローシート

処理フロー :委託処理の範囲

自社最終処分場埋立

再資源化

一般販売サイロ

輸 送

ばいじん

燃え殻

ボイラ

再資源化

最終処分 (埋立)

有価物

中間処理輸送

産業廃棄物保管場所機器補修等

再資源化中間処理輸送産業廃棄物保管場所機器補修等

最終処分 (埋立)

一般販売

自社最終処分場埋立

再資源化

サイロ

中間処理

石膏

輸送

工程内回収汚泥

廃 棄 物 名

燃  え 殻

ば い じ ん

廃   油

廃   酸

廃アルカ リ

廃フ
°
ラスチック

ず

等

ず

ず

く

ス

属

ラ

く

く

金

ガ

木

紙

がれき類

汚    泥



別紙2:産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和4度)実績】 (単位 :t)

合計

375,112

【目標】 (単位 :t)

合計

304,737

その他
(紙くず
など)

59

その他
(紙くず
など)

5 9

がれき類

274

がれき類

274

カ ラス 陶器

くず

43

力
・

ラス 陶器

くず

43

金属くず

49

金属くず

49

廃フ
°
ラスチック

215

庁発フ
°
ラスチック

215

木くず

196

木くず

196

廃 油

176

廃油

176

廃 酸

0

廃酸

0

廃 7,♭カリ

2

廃アルカリ

2

汚 泥

2,858

汚泥

2,858

ばいじん

341,795

ばいじん

266,857

燃え殻

29,445

燃え殻

34,008

産 業 廃 棄 物 の 種 類

〕| 出 里

産 業 廃 棄 物 の 種 類

〕| 出 皇

①現状

②計画



別紙 3:産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】 (単位 :t)

合計

375,112

0

245,300

0

0

【目標】 (単位 :t)

合計

304,737

177,581

0

0

その他
(紙くず
など)

5g

0

0

0

0

その他
(紙くず
など)

59

0

0

0

がれき類

1274

0

5 6

0

0

がれき類

274

0

56

0

力・ラス・陶器
くず

43

0

1

0

0

力・ラス・陶器
くず

43

0

1

0

金属くず

49

0

0

0

金属くず

49

0

0

0

0

廃フ
°
ラステック

2 1 5

0

15

0

0

庁発フ
°
ラスチック

215

0

15

0

0

木くず

196

0

11

0

木くず

196

0

11

0

廃油

176

0

176

0

0

廃 油

176

176

0

廃 酸

0

0

0

0

廃酸

0

0

0

0

庁発アルカリ

2

0

0

0

廃アルカリ

2

0

0

0

0

汚 泥

2,858

0

2,517

汚泥

2,858

0

0

0

ば tヽ じん

341,795

0

242,524

0

ばいじん

267,413

0

177,322

0

燃え殻

29,445

0

0

0

燃え殻

33,452

0

0

0

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者べの
処理碁託昌

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処理委託量 |

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

①現状

②計画



様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和5年 6月 21日

長崎県知事
大 石 賢 吾 殿

提 出者

所

名

住

氏

長崎県西海市大瀬戸町松島内郷2573-3

J一POWERジェネレーションサービス株式会社

松 島 火 力 運 営 事 業 所

所長山ギ雹状

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

目豆言舌番1許  0959-22-0484

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 J―POWERジェネレーションサービス株式会社 松島火力運営事業所

事 業 場 の 所 在 地 長崎県西海市大瀬戸町松島内郷 2573-3

計 画 期 間 令和5年 4月 1日 ～令和6年 3月 31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

業 の 種 類 33 電気業

業 の 規 模 電気出力 :500脚×2基  合計 1000ヽ tW

業 員 数 160 名

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

別紙のとおり

-5f6:28

(日 本工業規格



別紙4「廃棄物管理一覧表」

①クリンカ

②炉内1佳積灰

(2)汚泥

①排水処理汚泥

(定常時)

②排水処理汚泥

(非定常時)

③排水処理汚泥

松島火力運営事業所 廃棄物管理一覧表 (司 /3)

委託 船輸送 産業廃棄物運搬業者

委託 トラック輸送 産業廃棄物運搬業者

管理型最終処分場

路盤材等

石膏に回収

セメント会社
産業廃棄物処理業者

運搬 :トラック輸送

中間処理 :混練
産業廃棄物処理業者

飢
　
　
　
　
　
覇
　
　
　
飩
　
　
瓢
　
　
　
瓢

埋立処分

再利用

再利用

再利用

管理型埋

立

産業廃棄物処理業者

託
　
　
　
　
託
　
　
　
託

委
　
　
　
　
委
　
　
　
委

運搬区間 1:ト ラ

ック輸送

運転区間 2:トラ

ック輸送

運搬 :トカ,輸送

中間処理 :混練

産業廃棄物処理業者 ]ンクリート

固形化

事記

管理型最終処分場

(産業廃棄物処理方法準用)

安定型最終処分場

(産業廃棄物処理方法準用)

コンポスト化

全量回収

受託者、処分・売却先

(西海市管理)

(西海市管理)

(西海市管理)

古紙リサイクル業者

(西海市管理)

業者又は西海市管理

埋立処分

埋立処分

再利用

再利用

再利用

埋立処分

再利用

売却

再 利 用分 及

委託

委託

託

　

　

託

　

社

委

　

　

委

　

自

(西海市管理)

(西海市管理)

(西海市管理)

古紙リサイクル業者

(西海市管理)

業者又は西海市管理

トラック輸送

トラック輸送

トラック輸送

トラック輸送

トラック輸送

トラック輸送

理中 間運 搬 及

自

委託 (西海市)

委託 (西海市)

委託

委託

脱水機ホッパ

l党 水機ホッパ

事務所内指定箇所

構内廃棄物置場

灰仮置場

灰仮置場

構内廃棄物置場

構内廃棄物置場

食堂残飯置場

構内廃棄物置場

リサイクル品保管庫

保   管

脱水機

脱水機

クリツカホリ,ヽ

°

事務所

不燃物

灰沈殿池

ボイラ

ボイラ

排水処理装置

排水処理装置

排水処理装置

脱硫装置

事務所

食堂

事務所

事務所

事務所

事務所

発 生 工 程

該当廃棄物無し

①PCB使用吝B品
②ばいじん

③感染性

①事務所ごみ、木
くす
(木くすは「1閣包イオ」「本製A

け卜」を除く)

②食品残湾

③空缶・空瓶
ペットボトル

⑤庁発乾電池

⑥廃蛍光灯

④古紙類

(刊 )

廃 棄 物 名

④不良石膏

産業廃棄キ勿処理業者 管理型埋立



松島火力運営事業所 廃棄物管理一覧表 (2/3)
記 事

安定型最終処分場

安定型最終処分場

安定型最終処分場

安定型最終処う場

安定型最終処分場

水銀回収

管理型最終処分場

最 終 処 分 及 び 再 利 用

受託者、処分・売却先

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業庁発棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

内  容

埋立

埋立

埋立

埋立

埋立

分離破壊

埋立

自社・委託の別

委託

委託

委託

委託

委託

委託

委託

運 搬 及 び 中 間 処 理

受託者、処理施設

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

内   容

運搬 :トカク輸送

中間処理 :油水

分離

運搬 :トラック輸送

中間処理 :中和

トラック輸送

トラック輸送

トラック輸送

トラック輸送

トラック輸送

トラック輸送

トラック輸送

自社・委託のBU

委 託

委託

委託

委託

委託

委託

委託

委託

委託

保   管

本毒内廃油置場

構内廃棄物置場

構内廃棄と勿置場

構内廃棄物詈ヒ場

構内廃棄物置場

構内廃棄物置場

発 生 工 程

該当廃棄物無し

該当廃棄物無し

該当廃棄物無し

廃 棄 物 名

(3)廃油

①廃潤滑油

②廃絶縁油

③廃洗浄油

④その他廃油

(41廃酸
(5)廃アルカリ

(6)廃フ
°
ラステック類

①廃イオン交換

樹脂

②その他

(71紙くす

(31木くす

(91繊維くす

(101動植物性残潜

(11)ゴムくす

(コ 21金属くす

(13)-1ガラス<す
陶磁器くす

(13-2)水 銀使用

製品 (蛍光灯)

(141鉱 さい

菫

業

亮

棄

物



松島火力運営事業所 廃棄物管理一莞表 (3/3)
記    事

安定型最終処分場

埋戻し材等

管理型最終処分場

管理型最終処分場

管理型最終処分場

受話者、処分・売却先

産業廃棄物処理業者

セメント業者他

特弓U管理産業廃棄物

処分場

特月」管理産業廃棄物

処分場

内  容

埋立

再利用

再利用

埋立処分

①埋立処分
②焼却

埋立処分

墨 延

自社・ 委託の別

委託

自社

<8三

委託

委託

販運 搬 及 び 中 間 処 理

受託者、処理施設

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物運搬業者

産業廃棄物処理業者

産業廃棄物処理業者

特別管理産業廃棄物

収集運搬業者

特別管理産業廃棄物
処理業者

内   容

トラック輸送

船輸送

運搬 :トラック輸送

中間処理 :焼却

トラック輸送

トラック輸送

運搬 :専用草

中間処理 :

分解処理等

自社・委託の別

委託

委託

委託

→ 委託

委託

夢  委託

保   管

構内廃棄物置場

サイロ

トランス、 ]ンテ
・
ツサミ写 構 内指 定 位

トランス等からの採油等 構 内指 定 位

二重 ||□ 包 構内指定位置構築物

(工作物、建築物含む)

廃棄試薬 分析室

該当廃棄物無し

発 生 工 程

該当廃棄物無し

該当廃棄物無し

ボイラ EPホ ッパ ー

該当廃棄物無し

該当廃棄物無し

該当廃棄物無し

該当廃棄物無し

該当廃棄物無し

廃 棄 物 名

15)がれき類
①]ツクリートくす

16)動物の糞尿

(17う 動物の死体

(」 31ばいじん

①石炭灰

(191その他

(20)輸入廃棄物

(1)廃油

①軽油

②シンナー

(2)廃酸

(3)廃アルカリ

(4)感染性

産業廃棄物

(51tt PCB等
PCB汚染物

①廃 PCB等

②PCB汚染物

(6)廃石綿等

(7)その他の有

害産業廃棄

物

(8)ばいじん

(輸入廃棄物 )

時

こ

百

圭

菫

業

尭

棄

物

時

訓

管

理

産

業

廃

棄

物

産

業

亮

棄

物

|



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

排   出  量 別紙のとお り t

で した

①現状
・ばいじん (石炭灰)中 の未燃焼分管理をきめ細かく行い、フライ

アッシュの回収率が向上するよう努めた。
。再資源化し、有効利用先の拡大に努めた。

【目標 令和5年度】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

排  出  量 別紙のとお り t

の取

②計画
。継続して産業廃棄物の再資源化、有効利用の拡大を図る。

産業廃棄物の分別に関する事項

て ゝ イこ る

①現状 ・種類ごとに保管場所を確保し、汚泥等はサンプリングの徹底を図り、管理

に努めた。

の の

②計画 現状の取 り組みを継続し、産業廃棄物の適切な管理に努める。



別紙 (第 2面関係)一① 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

管理体制図

別紙 (第 2面関係)一② 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

管理体制図②

松島火力運営事業所 廃棄物関係責任者等の種類・職位並びに業務

トルの管理

`彊

壽唇霊警攀驀崇妻磐璽籍骨需属登⊆塁
する廃棄物の管理

除く)の運転管理

)の管理運用に伴って発生

その他の工事業者 :補修及び工事に伴って発生する廃棄物の分別排出

1産業廃棄物の処理に関する総括及び対外窓
2産業廃棄物処理施設の管理に関する取りま
3産業廃棄物の全般に係る技術的事項の取り
4-般廃棄物の管理
5リ サイクル品の管理
6ス クラップ等の売却に関する業務

務
　
め

業
め
と

口
と
ま

与曇驀需要藍Ⅷ 旱   鯵豊
保 守 G

運 用 G

業 務 G

産業廃棄物処理施設

技術管理者

施設の管理者

火力運営事業所長

産業廃棄物

処理責任者

特別管理産業廃葉物

管理責任者

業務内容

法定業務の総括管理

法定業務の総括管理

産業廃棄物処理施設の維持管理

(備考 )

1,当該職位に有資格者がいない場合等やむをえない場合には、他の役付社員で資格を有するものを当てる

ことができる。

2 法定業務とは、廃棄物処理法に定める業務を言う。

3.特別管理産業廃棄物管理責任者は、特別管理産業廃棄物を所有又は取扱う場合に選任する。

選任対象職位

業務GL

所 長 代 理

技術系役付社員

責任者等

産業廃棄物処理責任者

特別管理産業廃棄物管理責任者

産業廃棄物処理施設技術管理者



別紙 (第 2面関係)2

236,131

排出総量

185,027

排出総量

210,275

ばいじん

164,343

ばいじん廃 酸

0

廃酸

0

廃アルカリ

0

廃アl,カ リ

010

ず

0

ずく

000060

がヤlき 類

0

管理型混合

廃棄物

22

管理型混合
廃棄物

2258

がれき類

58

がれき類

92

鉱さい

9

鉱さい

(蛍光灯 )

0

(蛍 光灯 )

0

24

24 00

金属 くず

581

金属くず

57

木くず

16

本 くず

16

廃 ,° ラスカク類

47 00

廃フ
°

47

廃 油

53

廃 油

54

汚泥

93682

汚泥

935

燃えが ら

19,46300

燃えが ら

24,627

出量 1)

排出量 仕〕

(こ れまで に実施 した取組 )

・ばいじん (石炭灰)中の未燃焼分管理をキメ細か く行い、フライアッシュヘの回収率が向上するよう努めた。
・再資源化 し、有効利用先の拡大 に努めた。

【前年度 (令和4年度実績〕】 (単位 it)

(今後実施する予定の取組)

【目標 】 (単位 :t)

継続してばいじん (石炭灰)の海外輸出・国内セメント会社等での有効利用の拡大を図る。

産業廃棄物の排出の抑制 に関する事項

産業廃棄物の分別 に関する事項

ばいじん

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組み)

コンクリートによる間仕切り等をした保管施設において、その種類ごとに分別保管している。
ばいじん (石炭灰)については、サイロによる分別・保管を行つている。

(今後分別する産業廃棄物の種類及び分別に関する取組み)

継続的に従業員への教育を行い、産業廃棄物の分別保管を徹底する。
金属くず・鉱さい・がれき類・木くず等は再生利用業者への処理の委託に努める。
産業廃棄物の細分類化を進め性状に応じて処理し、再資源化を図る。

廃酸廃刀助リ瑶羹か棺,醒霞仁,哲争がれき類鉱さい七卸 語
1鰤

製
金属くず本 くず廃フ

°
ラステクク類廃 油汚 泥燃えが ら

分別 している

産業廃棄物の

③現状

②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】 実績なし

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

①現状
で した取

【目標】 計画なし

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行 う

業 廃 棄 物 の 量

②計画
る の

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和4年度)】 実績なし

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

で 取

【目標 】  計画なし

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理によ り減
量する産業廃棄物の量②計画

る予 の



別紙 (第 3面関係)

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

⑦現状

②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

の

自ら熱回収を
った産 業
棄 物 の

実績なし

自ら中間処理
により減量し 実績なし

の量

自ら熱回収に
り減量する 計画な し

の

自ら中間処理
により減量す
産業廃棄物

計画なし



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 実績なし

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

t

までに

【目標】

産業廃棄物の種類 計画な し

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

t

②計画
の

業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり のとお り

全 処 理 委 託 量 別紙のとお り のとおり

優良認定処理業者
への処理委託量

のとお り 別紙のとおり

再生利用業者への

処 理 委 託 量
のとお り 別紙のとおり

回収業者
の処理委託量

①現状

認定熱回収業者以外
の熱回収を行 う業者
への処理委託量

で に

・ 契約締結前に委託先業者の財務状況の確認、現地でも維持管理状況、周辺

状況等を確認している。
・また、委託契約後に定期的な処理状況確認も行つている。さらに、産廃ネ

ットにて公開情報もチェックしている。

なお、必要に応 じて処理委託前に産業廃棄物の性状分析を行い情報共有 し

ている。
・産業廃棄物のうち、ばいじん (石炭灰)、 燃え殻 (石炭灰)については、

国内セメン ト会社等へ委託し再資源化を進めている。

・汚泥については、セメント原料として再利用されるようにしている。

・金属 くず、廃油等においては分類を徹底し、有価物として再生利用業者へ

の処理委託を進めている。



別紙 (第 4面関係)

産業廃葉物の処理の委託に関する事項

Э現状  【前年度 (令和4年度)実績】 (単位 :t)

ばいじん

210,275 00

000

210,27500

0 00

000

廃 酸

0 00

000

000

000

000

廃アルカリ

014

014

000

000

000

石綿含有廃棄
物け

'飛

救性 )

金属くず

000

000

000

0 00

000

石綿含有廃棄

物 け停飛散性 )

がれき類

066

066

000

000

000

管理型混合
廃棄物

22 63

22 63

000

000

000

がれき類

58 64

58 64

44 57

000

000

鉱さい

9 20

920

920

000

000

水銀使用製

品廃葉物

(蛍 光灯 )

0 24

024

024

000

000

ガラスくず コン
クリートくず
及び陶磁器くず

2450

2450

000

000

0 00

金属くず

58 14

58 14

49 85

000

000

木くず

16 67

1667

16 48

000

000

廃プラスチ ック類

47 35

47 35

000

000

000

廃油

54 28

45 93

5216

000

000

汚 泥

93682

87051

866 33

000

000

燃えがら

24,627 00

000

2462700

000

000

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 三

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

O現状  【前年度 (令和4年度)実績】 (単位 it)

ばいじん

実績なし

②計画 【目標】 (単位 it)

ばいじん

自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行う産業廃棄物の量

計画な し

廃 酸

廃 酸

廃アルカリ

廃アルカリ

管
農肇場

合
隣蓼 降評

管
漫塾場

合
,掃
が 騨郡

がれき類

がれき類

鉱さい

鉱さい

金属くず 材感:;ン
ltご
妥ョ7製

金属くず 材騒感量::ン ltご
妥ョ7製

木くず

木くず

廃プラステック類

廃プラスチ ック類

廃油

廃油

汚 泥

汚 泥

燃えがら

燃えがら

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行つた産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

全 処 理 委 託 量 別紙のとおり   t 別紙のとおり   t

別紙のとおり   t 別紙のとおり   t

別紙のとおり   t 別紙のとおり  t

t

t

(今後実施する予定の取組)

・燃え殻・ばいじんの石炭灰の有効利用に努める。
・委託先にて処分される産業廃棄物について、処分場の定期的視察により

適正な処理が確実に実施されるよう管理する。
また、汚泥、金属くず・鉱さい 。がれき類・木くず等再生利用業者への

処理の委託に努める。

※事務処理欄



別紙 (第 5面関係)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

(単位 :0

【目標】 (令和5年度)

金属くず がれき類
石綿含有廃葉物

じ1飛散性)

がれき類

石編含有廃棄物
l,,飛 散性)

金属くず
廃アルカリ ばいじん産業廃棄物の種類 燃えがら 汚泥 廃 油 ック類 木くず

す
鉱さい

全 処 理 委 託 量 19,463 00 935 00 53 00 47 00 16 00 57 00 24 00 020 900 58 00 22 00 060 0 00 010 00 164,343 00

0 00 03200 4500 47 00 1600 57 00 2400 0!20 900 5800 22 00 060 0 00 010 00 0 00

000 86700 1 00 0 00 16 00 49 00 0 00 0 20 900 44 00 0 00 0 00 0 00 0 00 00 も7,722 00
委 籠 ニ

Э計画



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が 1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の 6月 30日 までに提出すること。

3 
ヨ藍戸

業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入する

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)峯霙振呈拳警妄訴写蟹奥擢帝!す会議藤昌湖褒審だ電行唇霧揮装
｀
濡華養梁繹倉;こ撃Z皇程

に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)写習蟹蜂ぁ当藍言歳握脈至堰瑕窒豪危甍悲豪嚢娑塚易答憑?蒙箋お島暴密讐毬ダ幹逐記入
すること。

4
「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、

自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量
と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、日標及び取組
を記入すること。

5委禁畳茜肇天娑窓讐示?毒話馬雲芭9琵f撞貿靱錘透逸羹輩褒琵禦易唇冦還麦怒浩倉牲謁
する法律施行令第 6条のH第 2号 に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用

委託量、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15条の 3の 3第 1

項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外

の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組

を記入すること。

6紙蒜咎至静P翌墨天む

'全

豪霜覆亀父手魚雷台蒸2桑夫ごΣ扇暴ぢ揉驀写ち直藍押蟹だμ
産業廃棄物の種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標のオ間に「別紙のとおり」と記

入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記

入すべき事項がないときは、 「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



別 紙
2023年 度 石炭灰計画数量
多量排出事業者報告書には、赤字の数字を転記

【合計:燃え殻+ばいじん】

諸元

備考

備考

今回計画

響 ケ甲立 2平t FAll千t

響埋立 57千 t.FAl千 t

響埋立42千 t、 門司
"千

t,ダ イユウ1千t,FA25千t

響埋立 89千 t、 門司16千t

響埋立 90千 t、 門司33千t,FA81千t,ク リンカ1千 t

響埋立 102千 t、 門司25千t FA7千
-1甲

守 8千t FAl手 tク リシ カ 1千 t

りのうち最袷処分委ロセ重

(民間処分場委託・響灘処
分場を含む)

183,2621 181,0811 2,181

57.475

53,365

106477
123,543

126084
7627

つのうち最柊夕ll分蚕口:ヒ 量

0

11 132

5,000

14,396

33452
19,463

0

りのうち最終処分委乱重

2181
46.343

48365
92,081

90091
106.621

7627

∪つのうち再生処理票ζ
への処理委託量

(セメント会社等委託)

49187
199,771

337519
177,322

57722
27,835

∪煙のうち再生処理栗者
への処理委託量

20,337

763
24.067

24,062

0

0

0

∪りのうち再生処】豊栗看
への処理委託量

160,744

48,424

224,0681 175,704

313.457

177,322

57722
27835

υ百L接及び目ら中間処理した

後の処理委託量

(セメント+民間処分場)

106662
253.136

443,996

300,865

183,806

35462

①直接及び自ら中間処理した
後の処理委託量

20,337

11,895

29,067

38,458

33,452

19,463

0

⑩百L接及び目ら中間処理した
後の処理委託量

162.925

94,767

405538
267.413

164,343

35,462

③自ら百ヒ接埋立処分又は海洋投
入処分

所内灰捨場

01

0

0

0

0

⑫目ら百L↑受再生

利用した量 塁昆奸
霰理ヱタ

0

0

0

0

0

0

0

一 石 価 物 量 ど

0
0
0
0
0

0

0

0
0
0
0

0

0

0

⑫ 目ら

利用 し

巳蔵再 生

た量

有 価 物 量

目
昂 ε屠 置

再 生

①灰発生重 有価物量

10,673

1001

24,908

0
81,471

6882
2.058

0

0

0

0

556
0

1280

有価物量

10,673

1008
24,908

0

80,915

6,882

778

183,262

106662
253,136

443996

1      183,806

35462

①灰発生量

11,895

29,067

38.458

34,008

19463
1280

①灰発生量

162925
94,767

224069
405538
266.857

164,343

34182

小 :

I

磯 子

言 砂

竹 原

橘 湾

松 涌 ※

松島※
石JW※

礎 子

高 砂

竹 原

橘 酒

松 浦

松 昌

百〕II

確 子

高 砂

松 浦

松 島

IⅢ ・石川

リ 1石 用 用。



処理計画 用・実施状況添付資料  (第 2面 産業廃葉物の排出の抑制に関する事項 ①現状②計画)(第4面 産業廃棄物の処理の委託に関する事項 ①)(第5面 目標②計画)

(令和5年度提出:令和5年度 産業廃棄物処理計画 )

」―POWERジェネレーションサービス俯 松島火力運営事業所 令和5年度処理計画 単位 :トン/年

排出抑制に関する事項 自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃築物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

産業廃葉物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行
う産業廃棄物の量

金処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量
再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量
認定熱回収業者以外の熱回収を行う

業者への処理委託置

R05年度計画 R04年度実績 R05年度計画 R04年度実績 R05年度計画 R04年 度実績 R05年度計画 R04年度実績 R05年 度計画 R04年度実績 ROも 年度計画 R04年度実績 R05年 度計画 R04年 度実績 R05年度計画 R04年度実績 R05年度計画 R04年度実績 R05年度計画 R04年 度実績

燃え殻 (石炭灰 ) 19,463000 24,627000 0000 0000 0000 000C 0000 0000 00o0 0000 19,463000 24,627000 0000 000C 0000 24,62700C 0000 0000 0000 0000

汚 泥 935000 936820 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 93500C 936820 932000 870510 867000 866330 0000 0000 0000 0000

廃油 53000 54278 0000 000G 0000 0000 0000 0.000 0000 0000 53000 54278 45000 45928 1000 52160 0000 0000 0000 0000

廃プラスチツク類 47000 47348 0000 000C 0000 0000 0000 0000 0000 00011 47000 47348 47000 47348 0000 0000 0000 0000 0000 000C

水くず 16000 16679 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 16000 16670 16000 16670 0000 16480 0000 0000 0000 000C

金属くず 57000 58137 0000 0000 0000 0000 000ε 0000 0000 0000 57000 58137 57000 58137 49000 49845 0000 0000 0000 0000

ガラスくず・コンクリート(ず及び陶磁器くず 24000 24500 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 24000 24500 24000 24500 0000 0000 0000 0000 0000 0000

蛍光管 (水銀使用製品廃葉物) 0200 0240 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0200 0240 0200 0240 0200 0240 0000 0000 0000 0000

鉱さい 9000 9200 000C 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 9000 9200 9000 9200 900C 9200 000C 0000 0000 0000

がれき類 580011 58640 0000 0000 0000 000ε 0000 0000 0000 0000 58000 58640 5800C 586411 4400C 44566 0000 0000 0000 0000

管理型混合廃棄物

(汚泥・燃え殻 鉱さい・がれき 廃プラ 金属類

仙 )

22000 22634 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 22000 22634 22000 22634 0000 0000 0000 0000 00011 0000

非飛散性廃石綿含有がれき 0600 0660 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0600 0660 0600 066C 0000 000G 0000 0000 000C 0000

非飛散性廃石綿含有金属くず 0000 0000 0000 000C 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 000C 0000 000C 0000 0000 000C 0000

廃アルカリ 0100 0140 0_000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 010C 0140 0100 014C 0000 000C 0000 0000 0000 0000

廃  酸 0000 000C 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

ばいじん(石炭灰 ) 164,343000 210,27500C 0000 0000 0000 0000 000C 0000 0000 000C 164,343000 210,27500C 0000 0000 57,722000 210,275000 0000 0000 0000 0000

計 185,027900 236,131267 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 185,027900 236,131267 1,210900 1,154607 58,692200 235,940821 0000 0000 0000 00011

※上記種類に分類できない産業廃葉物がある場合に限り、空欄へその産業廃葉物の具体的な名称を百己入してください。



2023年度 産 業 廃 葉 物 処 理 計 画
別 添

(単位 iトン)

諷
2020年 度の産素廃楽物処理計画

,れ 出
事業者

産業廃葉物
2022年 度
処理葉額0

虐索廃表物
2029年 度

発生二計画lil

1_l自 ら再生
刷用を行う

Э自ら熱回
1又 を行う量

Э自ら中岡

駐量するニ

③処理の凄

再資源 Iヒニlil 最終処分二lじ

計画値

計画値

変習望聟主汚泥

燃料化 し製油会社へ

[コウンョン燃料として再和J用

と水分離

院油 (廃ウエス等含む)

廃プラステック類

計画値

木くず

計画値

金属くす

計画値

水銀糖製所へ

計画値

廿よさい

計画値

う`れき鎮

計画値

計画値

管理型埋立

計画値

管理型埋立

膏十画値

亮 酸

計画値

ばいじん (石炭灰)

セルト会社ての再利用

計画値

石綿含有廃粟
'′

ノ
'類

管理型埋立

管理型埋立

計画値

発,')'(Ph12 5以 上) 特管産廃については届出数量

(50T)未 満につき報告不要

計目値 (

最終処分量‐管理型埋立

計霞檀

鍛言電池 (強酸 ,

百1固 値

廃水銀

最終処分量‐管理型埋立

計画値

PCB合有廃葉物

特曽産廃 総合計



様式第二号の人(第八条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和す年ど月2と日

長崎県知事  殿

提出者

住 所 長崎県大

氏 名 SUMCO
代表取締役

電話番号 0957-

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 SUMCO TECHXⅣ株式会社 生産技術本部 長崎事業所

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市雄ケ原町1324番地2

計 画 期 間 令和5年4月 1日 ～令和6年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類
24 金属製品製造業

(半導体用シリコンウエーハの製造)

②事 業 の 規 模 資本金 100百万円

③従 業 員 数 1,206名

④産業廃棄物の一連

の処理の工程
別紙の通り

~丘 68o

(日 本工業規格



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度(令和4年度)実績】男J紙の通り

産業廃棄物の種類 全体

排  出  量 5025.6t t

① 現状 (これまでに実施した取組 )

・材料の使用量削減による汚泥、廃油発生量の抑制
日含水率向上による汚泥発生量の抑制
・有価物化の推進 (金属混合くず)

【目標】月1紙の通り

産業廃棄物の種類 全体

排  出  量 4,876.Ot t

②計画
(今後実施する予定の取組)

日現状の取り組み継続推進
・ラップ廃油発生量の抑制

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

・脱水汚泥、ワイヤーソー廃油の抑制
・廃プラ等有価物化

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・金属混合暦の再分別による有価物化
・廃プラ分別による有価物の推進

②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度(令和4年度)実績】d)別紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた

産業廃棄物の量
0.Ot t

① 現状

(これまでに実施した取組 )

【目標】 男J紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物 の量
.0.Ot t

② 計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度(令和4年度)実績】男1紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物 の量
0.Ot t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物 の量
00t t

(これまでに実施した取組 )

【目標】月1紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物 の量
00t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物 の量
t

② 計画

(今後実施する予定の取組)

0.Ot



(第4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度(令和4年度)実績】月1紙の通り

産業廃棄物の種類 別紙の通り

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

0.Ot t

① 現状

(これまでに実施した取組 )

【目標】別紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物 の量

0.Ot t

② 計画

(今後実施する予定の取組)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(令和4年度)実績】dl男 1紙の通り

産業廃棄物の種類 全体

全 処 理 委 託 量 5,025.6t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
2,530.lt t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
5,017.3t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
0.Ot t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

59.lt t

(これまでに実施した取組 )

・セメント原料として再利用
・再生プラスチックとして再利用
・再生金属としての再利用、非鉄金属としての再利用
・助燃材としての再利用
日路盤材としての再利用
・鉄鋼の還元剤としての再利用
日廃油の再生リサイクル化



(第 5面 )

②計画

【目標】男L紙の通り

産業廃棄物の種類 全体

全 処 理 委 託 量 4,876.Ot t

2,567.Ot t

4,861.Ot t

00t t

69.Ot
t

(今後実施する予定の取組)

口現状の取り組み継続推進
・金属混合暦の再分別による有価物化
・ラップ廃油のりF出量の抑制
点廃プラの発生量抑制と廃プラの有価物化推進

※事務処理4闘



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実績 )、 建設業の場合における元請完成工事

高(前年度実績)、 医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ事業規模が分かる

ような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまでの一

連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4「 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理

を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うこ

とによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」のIF束]には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を記入

するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第6条の1

1第2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者 (廃

棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却

処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への焼却処理委託量に

ついて、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6それぞれのイ聞に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該1関に「男1紙のとおり」と記

入し、当該I関に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類が3以上ある

ときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別

紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「一」を記入すること。

7※欄は記入しないこと。



産業廃棄物処理計画実施状況(令和4年 )

認定熱回収業者以外

の熱回収を行う業者
への処理委託量

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

576

00

576

00

00

00

00

15

15

00

00

00

00

591

認定熱回収業者ヘ

の処理委託量

00

00

00

00

00

00

00

0!0

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

再生利用業者へ

の処理委託量

2,4503

1530

1346

27379

1,7037

688

521

13246

127

127

46

46

2751

33

2834

100

100

966

167

141

1273

214

2i4

00

00

5,0173

優 良認定処理業者
への処理委託豊

9014

256

1345

10616

11733

00

52

11784

127

127

46

46

2017

02

2019

100

100

235

75

130

440

2■4

214

00

00

2,5301

全処理委託量

2,4503

1530

1346

2,7379

1,7037

688

521

1,8246

127

127

46

46

2751

83

2334

100

100

966

167

141

1273

251

251

00

00

5,0256

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行
う産業廃棄物量

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

自ら中間処理
により減量した
産業廃棄物量

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

自ら熱回収を行つ
た産業廃棄物量

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

自ら再生利用を行つ
た産業廃棄物量

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

産業廃棄物
排出量

2,4503

1530

1346

2,7379

1,7037

688

521

1,8246

127

127

46

46

2751

83

2834

100

100

966

167

141

1273

251

251

00

00

5,0256

産業廃棄物
発生量の目
標 (計画)

2,5000

1650

1300

2,7950

1,7000

1500

500

1,9000

50

50

00

00

2360

90

2450

180

180

1200

180

70

1450

270

270

10

10

5,1360

廃棄物名

脱水汚泥

ラッフ
°
)'ガE

その他汚泥

小計

ワイヤーツー庁発
'由

切削油〔ラップ廃液〕

その他 廃油

小計

廃アルカリ

小計

廃酸

小計

PP・ PE 他

塩ビ

小計

金属・混合居

小計

石英ガラス

黒鉛暦

その他ガラス暦

小計

木居

小計

その他廃葉物

小計

計

汚泥

廃 油

廃アルカリ

廃酸

廃プラスチック類

金属暦

ガラス・黒鉛居

木居

その他

SUMCO TECHXIV株 式会社



産業廃棄物処理計画 (令和5年度 )

0,0

0,0

600

00

60_0

00

00

0_0

0,0

30

30

00

6.0

00

00

69_0

認定熱回収業者以外

の熱回収を行う業者へ

の処理委託量

00

0_0

0.0

00

00

0_0

0_0

00

0_0

00

00

0_0

0_0

0.0

00

00

00

0.0

00

00

0_0

認定熟回収業者
への処理委託量

00

0_0

0.0

00

00

0_0

0_0

0_0

0_0

0,0

00

1220

250

250

1_0

10

4,8610

2,6650

1,6700

65_0

50.0

1_7850

120

12_0

2380

8.0

246_0

5_0

50

92_0

16_0

14_0

再生利用業者ヘ

の処理委託量

2,4000

145.0

120,0

130

44_0

20_0

20,0

10

10

2,567.0

1,1050

11700

20.0

5_0

1,1950

12.0

120

1800

0_0

1800

100

100

23_0

8,0

優 良認定処理業者ヘ

の処理委託量

960.0

25_0

120_0

2460

100

100

92_0

160

140

122_0

25_0

25_0

10

10

4,8760

2,400_0

145_0

130_0

2,6750

16700

65_0

500

1,7850

12_0

12.0

2380

8_0

全処理委託量

0_0

00

0_0

0,0

0_0

0_0

00

0_0

0_0

00

00

0_0

0.0

00

0_0

0_0

0.0

00

0_0

00

00

0.0

0.0

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行
う産業廃棄物量

0_0

00

00

0_0

0_0

00

00

00

0_0

0_0

00

0,0

00

00

0_0

00

00

0,0

00

00

00

00

00

0_0

0_0

自ら中間処理
により減量した
産業廃棄物量

00

0.0

0.0

0_0

00

0_0

0_0

0.0

00

00

00

0_0

自ら熱回収を
行つた産業廃棄

物量

0_0

0_0

00

00

0_0

0_0

00

0_0

00

00

0.0

0_0

0_0

0_0

00

0_0

0_0

00

00

0_0

0_0

00

0_0

0_0

0_0

0,0

00

00

0_0

自ら再生利用を行つ
た産業廃棄物量

0_0

0_0

00

00

0,0

0_0

00

120

120

2380

80

2460

10_0

10_0

92_0

16_0

140

1220

250

25_0

1_0

1_0

4,8760

産業廃棄物
排出量

2,4000

145_0

130_0

2,6750

1,670.0

65_0

50_0

1_7850

1.0

1.0

4,876_0

50.0

1,7850

12^0

12_0

238_0

80

2460

10_0

10_0

920

16.0

14.0

1220

250

250

産業廃棄物
発生量の目
標 (計画 )

2,400.0

1450

130.0

2,675,0

1,6700

650

その他がラス暦

′Jヽ言十

木 暦

1ヽ 三十

その他廃葉物

小計

ワイヤーソー庁発

'由

ラツフ
°
廃 ,由

その他 廃油

小計

廃アルカリ

小計

PP・ PE 他

塩ビ

小計

混合暦

小計

石英がラス

黒鉛居

脱水汚泥

ラップ汚泥

その他汚泥

小計

廃プラステック類

金属暦

ガラス・黒鉛厨

木 暦

その他

計

廃棄物名

汚 泥

廃 油

廃アルカリ

SUMCO TECHXIV株 式:蚤社


